
105建設機械施工 Vol.76　No.9　September　2024

▶〈02〉掘削機械

24-〈02〉-01
日立建機
大型油圧ショベル
 ZX470-7, ZX530LCH-7

2̓4.4発売
［新機種］

ZX470-7 と ZX530LCH-7 はオフロード法 2014 年基準に適合した

新型油圧ショベルである（写真─ 1，2）。

 60 t，80 t クラスに採用されているエンジンを搭載し，自社従来

機に比べ燃費性能 11％向上，作業量 6％向上している（※ 1）。

お客さまの使用環境に合わせた重掘削仕様 H シリーズ，砕石仕

様 R シリーズをラインアップしている。重掘削現場用の H シリー

ズは，高負荷に耐えられるようにフロントアタッチメントの耐久性

を向上，足回りを強化した。また R シリーズは，さらに耐久性を

向上するため，フロントに内部溶接・完全溶接を施し，足回りもさ

らに強化している。

運転席（キャブ）は，居住空間を拡大した新設計のキャブである。

ロックレバーやマルチモニタ，各種スイッチなどのレイアウトを改

善することで，オペレータの居住性と操作性を向上している。また，

キャブ内のモニターで機体周辺の俯瞰映像を確認できる周囲環境視

認装置「AERIAL ANGLE®」を標準搭載し，安全性を向上している。

メンテナンス面では，ポンプ室やエンジンへサイドウォークで容

易にアクセスでき，各種フィルタの集中配置と燃料フィルタの集約

化で整備性を向上させた。また点検時の転落防止にハンドレールも

設置している。

以上のように ZX470-7 と ZX530LCH-7 は，お客さまの課題であ

る「安全性向上」「生産性向上」「ライフサイクルコスト低減」に貢

献する新型の油圧ショベルである。

※ 1　�自社従来機 ZX470-6，ZX530-6 との比較（自社テスト基準に

よる）。実作業では作業条件により異なる場合がある。

問合せ先：�日立建機㈱　ブランド・コミュニケーション本部　 

広報・IR 部　広報グループ

〒110-0015　東京都台東区東上野二丁目 16 番 1 号 

表─ 1　ZX470-7 の主な仕様

運転質量 （t） 48.1

エンジン ISO9249 定格出力 （kW/min-1） 295/1,800

標準バケット容量 （m3） 1.9

最大掘削半径 （mm） 12,060

最大掘削深さ （mm） 7,770

全長 （mm） 12,030

全幅 （mm） 3,810

全高 （mm） 3,680

フロント最小旋回半径 （mm） 4,840

後端旋回半径 （mm） 3,680

走行速度（高／低） （km/h） 5.5/3.7

価格（工場裸渡し消費税別） （万円） 5,180

表─ 2　ZX530LCH-7 の主な仕様

運転質量 （t） 53.1

エンジン ISO9249 定格出力 （kW/min-1） 295/1,800

標準バケット容量 （m3） 1.9

最大掘削半径 （mm） 12,060

最大掘削深さ （mm） 7,690

全長 （mm） 12,000

全幅 （mm） 3,860

全高 （mm） 3,760

フロント最小旋回半径 （mm） 4,840

後端旋回半径 （mm） 3,680

走行速度（高／低） （km/h） 4.3/3.1

価格（工場裸渡し消費税別） （万円） 5,942

写真─ 1　日立建機　ZX470-7 のロングクローラー・重掘削仕様機

写真─ 2　日立建機　ZX530LCH-7
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